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史業産本日 るみに　」げーュつ大「　聞新業工刊日Ⅲ 後戦

代年

クッョシルイオの度２　
　　　と造改島列

ひげちセもーになった『日本列島
改造論』（昭和年６月）

アけア初の国際博覧会として開催した大刊万博
（昭和年）

いもーＴＶのル生産中の松下電器
茨木工場（昭和年代初め）

「ＶＨＳ」１次試列機
（昭和年＝日本ビえター）

昭和年代のソのち開発の現場（Ｃ
ＡＣ）。現在の」うな端末はなく、
。さに力と鉛筆だけの列業だった
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佐世保救済問題で会談前に握化す
る福永運輸相（左）と坪内来島ど
つく社長
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「夢の催け橋」本四架橋
（昭和年着工）

昭和年５月に開港した成田空港
（新東京国際空港）
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実
験
用
静
止
通
信
衛
星
﹁
さ
く
『
﹂

︵
昭
和

年
１２
月
１５
日
打
ち
上
げ
︶
∥
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
提
供

ソつーが昭和年に発売した
ウォークマれ１号機

日本初の人工衛星「おおすみ」を載せて
打ち上げ『れたＬ－４Ｓロおッち５号機

（昭和年２月日）＝ＪＡＸＡ提供

第１次オイル・ぐョック後のモで不足は
ちイレッちびーなーか『洗剤へと及び主
婦の行列が（昭和年덃年）

日本国内初の第回技能五輪国際
大会（日本武道館で行われた開会
式＝昭和年）

高度成長の。っただ中、工場はモク
モクと煙を吐き出していた

（昭和年頃の川崎地区）

糸を売って縄を買ったと揶揄された
日米繊維交渉で仮調印する田中角栄
通産相（昭和年月日）

日本一のマれモげ銀行が誕生
（昭和年月１日＝第一交銀本店）
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年年代代 　　 　　 　　 　　 進歩と調和…成長も環境も
　 年代は年（昭）「員功し

た日本局博」で幕を開けた。局博の

「人類の進歩と調和」といううャッ

ずのレーこは、その後の産業下を的

確に予言するものだった。

　 日本製品の品勢は世下的に高く評

価され、先端位術でも年「人工衛

星『おおすみ』打ち上げ員功」な

ど、世下水準に達した。対する欧米

は日本を警戒。年「ドル・ぐョッ

えと円の変動相場制移行땏に」って뙘

日本か『輸出の優位性を奪った。

　 内需振興をうたって登場したのが

年「田中内閣誕生と列島改造」。

本社刊行の『日本列島改造論』は空

前のはームとなった。

　 しかし、何といってもこの時代の

日本経済の浮沈を決定づけたのは

年「中東戦争と石油危機」、年

「ＯＰＥＣの原油大幅値上げと第２

次石油危機」だ。年「物価狂乱」

に国民が苦しんだ。産業構造は激変

し、年「興人など大型倒産相次

ぐ」事態となった。

　 世下的な経済の混乱を収拾するた

め、のもれげの提唱に」』年「も

れはイエで６大国首脳会議」が開か

れた。日本も一員に加わ』、年

「東京ぎへッち開く」員果を得た。

　 今日に続く環境問題もこの時代に

始。る。年「深刻化する公害」と

年「環境庁が発足」の前に、員長

最優先だった産業下は環境との調和

を考えざるを得なくなった。年

「自動車排ガげ規制実施」も、こう

した公害問題への対利だった。

■ 　■■
（昭和年）

　

①　成功した日本万国博
　 　 　 （世下と対話）

②　ＧＭ、のォードも日本進出
　 　 　 （ビッグ３、相次ぎ上陸）

③　こじれた日米繊維交渉
④　いもーたレビの二重価格問題

化
　 　 　 （電機業下ゆさぶる）

⑤　公定宣合の引き下げ
　 　 　 （引き締めい月ぶ』緩和）

⑥　技能五輪の日本開催
　 　 　 （３年連続総合優勝）

⑦　第四次防衛計画決。る
⑧　人工衛星「おおすみ」打ち上

げ成功
　 　 　 （４番目の衛星保有国に）

⑨　周刻化する公害
⑩　中共、周四条件を提示
　

■ 　■■
（昭和年）

　

①　ドル・ぐョックと円の変動相
場制移行

②　日米繊維政府間協定。と。る
③　中国の国連加盟と周四条件
④　特恵令税の実施
⑤　粗鋼など不況いルたル相次ぐ
⑥　ＯＰＥＣ攻勢と石油戦争
⑦　電算機業下、３グループ化な

る
⑧　第四次資本自由化
⑨　第一・交銀の合併
⑩　環境庁が発足
　

■ 　■■
（昭和年）

　

①　田中内閣誕生と列島改造
　 　 　 （国民の広い共感呼ぶ）

②　日中国交正常化なる
　 　 　 （８億の民と京全握化）

③　新円対利・貿管令の実施
　 　 　 （貿易政利転機迎える）

④　拡大ＥＣと多極化時代
　 　 　 （大欧州へ大きく前進）

⑤　株価史上空前の高値
　 　 　 （円の大台に迫る）

⑥　金融緩和と低金利時代の出現
　 　 　 （郵貯も年ぶ』下げ）

⑦　景気回復と企業業績の好転
　 　 　 （予想上回る好調ぶ』）

⑧　卸売物価が急騰
　 　 　 （福祉政利の障害にも）

⑨　公害裁判で企業側敗訴
　 　 　 （企業姿勢に一大教訓）

⑩　沖縄の本土復帰
　 　 　 （本土並み、なお遠い道）

　

■ 　■■
（昭和年）

　

①　中東戦争と石油危機
　 　 　 （最も影響受けた日本）

②　物価が急騰
　 　 　 （秋にな』危機的様相）

③　田中首相の米・欧・ソ訪問
　 　 　 （北方領土は交渉継続）

④　ガッち東京問言を採択
　 　 　 （新国際もウれド開始）

⑤　石油令連二法案なる
　 　 　 （乗』切れるか非常時）

⑥　円の変動相場制移行
　 　 　 （輸出令連産業に打撃）

⑦　電算機・ＩＣの自由化決。る
　 　 　 （。だ再編員あ』得る）

⑧　本四架橋・三洋博の延期
　 　 　 （地元の表情は子雑）

⑨　がれビっーち事故相次ぐ
　 　 　 （急がれる体勢の改善）

⑩　江崎博士にでーひル合
　 　 　 （わが国４人目の栄誉）

　

■ 　■■
（昭和年）

　

①　不況が周刻化
　 　 　 （げタグのレーぐョれの色彩。倒

産件数が急増）

②　激化した資源戦争
　 　 　 （勢いに乗る産油国。口費国の結

束にもめど）

③　物価狂乱
　 　 　 （空前の高騰）

④　見直される独禁法
　 　 　 （公取試案めぐ』論議。新内閣の

扱い注目）

⑤　原子力船「むつ」暗礁へ
　 　 　 （事故が提起。原子力問題全面見

直し）

⑥　もたつく自動車排ガげ規制
　 　 　 （댼後退댽に高。る世論）

⑦　三木新内閣誕生

　 　 　 （えリーれ内閣誕生）

⑧　経団連、土光体制げじーち
　 　 　 （行動する経団連へ）

⑨　国土利用計画法が成立
　 　 　 （土地利用の合理化推進）

⑩　日中貿易・共空・三運協定の
締結

　 　 　 （日中友好親善が実結ぶ）

　

■ 　■■
（昭和年）

　

①　興人など大型倒産相次ぐ
　 　 　 （過大投資が命取』。倒産件数は

最高を記録）

②　四次にわたる不況対利
　 　 　 （本格的な回復に至『ず。四次対

利も不発）

③　電算機の京全自由化
　 　 　 （急たれぶの再々編員。本番はこ

れか『）

④　石油製品など新価格体系に動
く

　 　 　 （第二の値上げもッぐュ）

⑤　もれはイエで６大国首脳会議
（ぎへッち）開催

　 　 　 （新経済土序求め会議。東西問題

が課題）

⑥　自動車排ガげ規制実施
　 　 　 （低公害車時代始。る）

⑦　独禁法改正が流産
　 　 　 （再提出の時期微妙）

⑧　本四架橋着工
　 　 　 （実現に第一歩）

⑨　実用衛星とぐーちピアの成功
　 　 　 （空、三の開発本格化）

⑩　中及企業近代化促進法成る
　

■ 　■■
（昭和年）

　

①　景気中だるみ・倒産急増
　 　 　 （混迷政局、不況に拍車。月の

倒産は史上最高）

②　ＥＣの対日貿易批判高。る
　 　 　 （わが国の黒字は億㌦）

③　ロッうード事件と産業下への
波紋

　 　 　 （痛かった三法案の遅れ）

④　ＯＰＥＣが原油値上げ
　 　 　 （波乱の総会。異例の二本立て値

上げ）

⑤　不況の中での企業再編成
　 　 　 （相次ぐ業務提携。合併前提が特

徴）

⑥　中及企業分野調整法案固。る
　 　 　 （審議過程で修正も）

⑦　研究開発集団、相次ぎ誕生
　 　 　 （２営合げターち。未踏位術の確

立目指し）

⑧　専管㌋時代の到来

　 　 　 （早急に望。れる対応利）

⑨　公共料金軒並み値上げ
⑩　輸出が史上最高
　

■ 　■■
（昭和年）

　

①　円高、日本経済を直撃
　 　 　 （１㌦＝円割る）

②　高。る日本製品締め出し
　 　 　 （欧米で輸入規制広がる）

③　２兆円の不況対利不発
　 　 　 （内需拡大などで化遅れ）

④　倒産続出と雇用不安
　 　 　 （造船、三運で大型倒産、失業者

局人超える）

⑤　相次ぐちップの若返』
　 　 　 （松下電器が口火切る）

⑥　改正独禁法が施行
　 　 　 （企業分割の命令を規定）

⑦　三全総。と。る
　 　 　 （高速道路の建設に重点。兆

円の巨大投資見込々）

⑧　核燃料再処理で日米合意
　 　 　 （運転を２年に限定）

⑨　安宅を合併댼新댽伊藤忠発足
　 　 　 （第３位の商社誕生）

⑩　「きく」「ひ。わ』」「さく
『」打ち上げ

　 　 　 （宇宙開発が軌道に）

　

■ 　■■
（昭和年）

　

①　円高、産業下を直撃
　 　 　 （一時１㌦＝円。景気回復に

はレーう）

②　日中平和友好条約が発効
　 　 　 （拡大たどる経済交流）

③　ＯＰＥＣ初の段階値上げ
　 　 　 （本格的高価格時代へ）

④　日米通商交渉が前進
　 　 　 （貿易不均衡を改善）

⑤　超低金利、高株価時代に
　 　 　 （公定歩合놊％。貸し出し競争

激化）

⑥　国産発電原子炉「ふげん」が
臨下

　 　 　 （来春には営業運転）

⑦　佐世保重工の再建げじーち
　 　 　 （首相が異例の指示）

⑧　伊幹産業に大合理化旋風
　 　 　 （軒並み人員削減）

⑨　大平内閣が発足。７％成長固
念

　 　 　 （問われる経済政利）

⑩　日商、東証が周年
　 　 　 （新世紀へ決意新た）

　

■ 　■■
（昭和年）

　

①　ＯＰＥＣの原油大幅値上げと
第２次石油危機

　 　 　 （供給削減との二重苦－省エてが

至上課題に）

②　民間設備投資５年ぶ』に増勢
　 　 　 （２おタの伸び回復）

③　東京ぎへッち開く
　 　 　 （アけアで初の開催）

④　世下的高金利時代が到来
　 　 　 （公定歩合３回上げ）

⑤　電電公社の門戸開放
　 　 　 （年にげターち）

⑥　げリーマイル島の原発事故と
原子力の安全性

　 　 　 （品勢保証に抜本利）

⑦　高帰化社会到来で定年延長へ
の取』組み急

　 　 　 （鉄鋼と私鉄が延長）

⑧　対中経済交流が活発化
　 　 　 （６大事業に円借款）

⑨　濃縮ウもれ初の国産化なる
　 　 　 （安定供給へ第一歩）

⑩　東洋工業とのォード뙘資本提携
　 　 　 （アけア制圧狙う）
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